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発表内容 感染性胃腸炎の発生要因となるノロウイルス（以下 NV）は、NV 汚染

食品の摂食による食中毒およびヒト-ヒト感染による感染症などの集団発

生の原因となることが知られている。平成 24 年 10 月～25 年 1 月には全

国的な大流行となっており、NV の流行動態の把握は、保健衛生上重要で

ある。そこで、福井県内で発生した集団発生事例から検出された NV につ

いて遺伝子解析を実施した。 
平成 22～24 年度（平成 22 年 4 月～25 年 3 月）に福井県内で発生し、

行政検査依頼があった急性胃腸炎集団発生 44事例 518検体を対象とした。

前処理をした検体試料から、RNA 抽出、DNase 処理および逆転写反応を

実施し、cDNA を合成し、NV の Capsid 領域を標的としたリアルタイム

PCR を実施して、NV が陽性であるか判定をした。NV 陽性と判定した検

体については、Capsid 領域をコンベンショナル PCR で増幅し、ダイレク

トシークエンス法により塩基配列を決定し、遺伝子型の分類を実施した。 
検査の結果、29 事例 237 検体から NV を検出した。検出された NV の

遺伝子型は、GⅠ/1、GⅠ/3、GⅠ/4、GⅠ/6、GⅠ/9、GⅠ/14、GⅡ/2、G
Ⅱ/3、GⅡ/4、GⅡ/11、GⅡ/12 および GⅡ/13 の 12 種類であった。検出事

例数の多かった遺伝子型は、GⅡ/4：18 事例（62.1%）、GⅡ/13：6 事例

（20.1%）、GⅡ/2：4 事例（13.8%）であった。最も多く検出された GⅡ/4
は系統樹解析により、3 種類のクラスターに分類され、Sydney2012（2012
変異型）：10事例（55.6%）、DenHaag2006b（2006b変異型）：6事例（33.3%）、

NewOrleans2009（2009 変異型）：2 事例（11.1%）であった。検出される

クラスターは変遷しており、平成 22～23 年度は全て DenHaag2006b、平

成 24 年度の 4～5 月頃は NewOrleans2009、平成 24 年度の 11 月以降は

全て Sydney2012 であった。平成 24 年度に NV が全国的に大流行し、福

井県でも胃腸炎患者が多く発生した時期に、福井県内で Sydney2012 が多

く検出されるようになった。これまでにない新しいクラスターに属する

NV の出現により、感染が拡大し、大流行を引き起こした可能性が考えら

れた。 
 


